
常日頃からのご支援に対し心から感謝申し上げます。

令和２年９月１６日に菅新政権が発足しました。

佐藤信秋は

１．コロナ収束に向けた対策

２．国土の強靱化に配慮した積極的な経済対策

が何よりも重要と主張、実践して参ります。
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さて、去る１２月１１日に国土強靱化５か年が決定致しました。

強靱化計画は見方によっては８０点から１００点、これも皆様のご支

援のおかげで、現時点では満足すべき結果かと思います。

１．長期的 ― ３年から５年に延長

２．拡充 ― 老朽化対策やらミッシングリンク解消など

３．規模拡大 ― ３年で７兆円から５年で１５兆円に。

約３割増

４．別枠 ― 通常予算に「加速化」として上積み

５．計画的に ― 閣議決定して K P I （数値目標）で政府とし

て約束。かって行なわれていた五ヶ年計画

とは雲泥の違い。かつての五ヶ年計画は、

要求官庁の言い分。今回は政府の約束。

６．当初予算で ― 今回は１５ヶ月予算で補正で大幅に前倒し。

従って、５年分は決まりです。

さらに１２月１５日には、令和２年度補正予算案が閣議決定されまし

た。国土強靱化５か年加速化対策１５兆円のうち、令和３年度分の公共

事業費は、１５ヶ月予算として、この補正予算案に国費約１．７兆円、

事業費約２．４兆円が計上されました。公共事業費関係国費の推移を別

添グラフのようにまとめて見ました。この為、令和２年度は結果として、

近年の中では、最多の予算になります。令和３年度当初案は令和２年度

の通常予算を２６億円増額確保で昨日１２月２１日閣議決定されました。

５か年対策の残り４年分は、毎年度分約１兆円を超える国費を、通常予

算に追加が必要と思われます。

中長期的な見通しに立って、

毎年度これを計画的に当初予

算に計上して、しっかり、実

行していくことが重要です。

毎年皆で力を合わせて闘って、

５か年間の結果を１００点超

えるようにしましょう。

令和2年11月11日(水)国土強靱化推進本部 令和2年7月22日(水) 令和２年豪雨災害対策本
部

令和2年7月10日(金)
国土強靱化推進本部及び令和２年豪雨災害対策本部

令和元年10月29日(火)
令和元年台風１９号非常災害対策本部

国土再生クラブ
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